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デジタル推進実証実験事業について 

 

１ 趣 旨 

  デジタル技術・ＩＣＴツールを活用し、「職員の単純作業等の簡素化・簡略化やペー

パーレス化の推進」、「インターネットを通じた申請等の簡素化による市民の利便性の

向上」などを推進するための実証実験を実施するものである。 

２ 事業内容 

  会議録の文字起こしの自動化（会議録自動文字起こしシステムの導入） 

 各種審議会などの会議録作成に係る業務の効率化を図るため、音声データを読み

込み、自動的に文字化（テキスト化）するシステムを借り上げる。 

  オンライン手続等の拡大による市民サービス及び業務効率の向上（オンライン手

続等の環境を構築するためのアプリケーションの導入） 

 市民サービス及び業務効率の向上に向けて、マイナンバーカードを用いない各種

事業への参加申込や行政内部の届出などのオンライン手続の拡大を図るため、職員

がＷｅｂ申込フォームを作成し、申込結果を集計できるアプリケーションを借り上

げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  民間事業者等とのデータ共有の利便性等の向上（クラウドストレージの導入） 

 現在、工事図面等のメールで送付できない容量の大きいデータについては、担当

課がＵＳＢやハードディスクを事前に事業者に渡し、持ち帰ったものにデータを記

録したものを、再度、担当課に返却している。 

こうしたデータ交換に係る事業者の利便性及び業務の効率性の向上を図るため、

インターネット空間上で安全にデータ交換する環境を整える。 
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  職員間の情報共有の効率性向上（チャットツールの導入） 

 電話やメールで行っている組織横断的な職員間の情報共有や連絡調整等に係る業

務の効率化を図るため、ＬＧＷＡＮ接続系及びインターネット接続系のいずれのネ

ットワークでも利用できるチャットツール（５０ライセンス）を導入する。 

  テレワーク等における業務効率の向上・多様な働き方の実現に必要な環境整備等

（スマートフォンの内線化） 

 職員の多様な働き方の実現に必要な環境整備の一環として、在宅勤務やリモート

ワークなどにおける業務効率の向上を図るため、庁舎で受けた電話をスマートフォ

ンに転送でき、また、スマートフォンから発信した際にも東海市役所の番号で発信

できるシステム及びスマートフォン（１０台）等を導入する。 

 また、 で掲げるチャットツールとスマートフォンを連携させることで、当該ス

マートフォンで撮影した写真データ等を職員の情報端末機にダウンロードすること

が容易となり、現場の写真等が迅速に関係部署と共有できるなど、緊急時の初動体

制の強化にもつなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算措置 

  デジタル推進実証実験事業  ７，４２４千円 

  （各種システム等の使用料、リモートワーク音声システム構築委託料、スマートフォ

ン借上料等） 


